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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年11月9日(2017.11.9)

【公開番号】特開2016-72692(P2016-72692A)
【公開日】平成28年5月9日(2016.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2016-027
【出願番号】特願2014-197506(P2014-197506)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｔ    5/00     ７３５　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月26日(2017.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　前記設定手段は、前記評価値から陰影を強める必要があると判定される場合、前記被写
体領域における環境光と前記仮想光の照射範囲が重複するように前記仮想光源を設定する
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の画像処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　図１のＡ／Ｄ変換器１０４から画像処理部１０５に入力された画像信号は、画像信号生
成部２０１に入力される。画像信号生成部２０１は、画素あたり１色（Ｒ，Ｇ，Ｂのいず
れか１つ）の情報を有する画像信号に同時化処理（デモザイク処理）を行い、各画素が３
色（ＲＧＢ）の情報を有する画像信号を生成する。画像信号生成部２０１は、生成した画
像信号をＷＢ増幅部２０２へ出力する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　ＷＢ増幅部２０２は、画像信号からホワイトバランスゲイン値を算出し、画像信号の色
成分Ｒ，Ｇ，Ｂにホワイトバランスゲインを適用する。ＷＢ増幅部２０２は、ホワイトバ
ランス調整後の画像信号Ｒ，Ｇ，Ｂをガンマ処理部２０３および陰影状態検出部２０７へ
出力する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　環境光６０３が、代表的な法線ベクトル６０２と顔領域４０１とが交わる座標（画素）
６１０を、陰影状態検出部２０７が推定した方向から照射している。６０４ａは仮想点光
源６０４ａ’から、６０４ｂは仮想点光源６０４ｂ’から、座標６１０を照射する仮想光
のイメージである。仮想点光源６０４ａ’と６０４ｂ’は、法線ベクトル６０２に対して
対称的な位置に配置されている。ここで、法線ベクトルと照射方向とがなす角度が、反時
計回りに正の値を取るものとすると、仮想点光源６０４ａ’と仮想点光源６０４ｂ’が法
線ベクトルとなす角度は、絶対値が等しく、符号が逆となる。なお、仮想点光源６０４ａ
’および６０４ｂ’と、顔領域４０１との距離は、適宜定めればよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　Ｓ５０６へ進む場合は、環境光が被写体領域のほぼ正面から被写体領域をほぼ一様に照
射していて、環境光による陰影がほとんど生じていない場合である。このような場合には
、被写体の立体感に乏しいため、仮想光によるリライティング処理により被写体に自然な
陰影を付加し、被写体の立体感を高めるようにする。従って、仮想光源制御部２０８は、
仮想光の照射方向が法線ベクトル６０２となす角αの符号が、環境光の照射方向が法線ベ
クトル６０２となす角βの同一符号となるように、仮想光の照射方向を決定する。特に、
Ｓ５０６ではコントラストを大きく高めるため、仮想光源制御部２０８は、仮想光の照射
方向が法線ベクトル６０２となす角αの絶対値が、４５°を中心とした所定の範囲内とな
るように、仮想光の照射方向を決定する。これは、一般的な被写体に対して、法線ベクト
ル６０２に対して４５°の角度から照射すると、適切なコントラストとなる場合が多いこ
とによる。具体的には、仮想光源制御部２０８は、仮想光の照射方向が法線ベクトル６０
２となす角αの絶対値が、４５°±１５°、好ましくは４５°±１０°、さらに好ましく
は４５°±５°の範囲内で決定することができる。もちろん、α＝４５°の固定値として
もよい。仮想光の照射方向を決定すると、仮想光源制御部２０８は処理をＳ５０８へ進め
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　Ｓ８０５で仮想光源制御部２０８は、現在の陰領域（平均輝度値が閾値以下のブロック
）の一部に仮想光が照射されるように仮想光源の位置の初期値を設定し、処理をＳ８０８
へ進める。仮想光源の位置は、リライティング処理の中心（図６（ｂ）の７０５、７０６
に対応する）の座標と、その中心の点から仮想光源までの距離との２つの情報で規定する
ものとする。なお、仮想光が照射する範囲は、領域（ブロック）の法線ベクトルに対して
９０°度を超える方向からの光は到達しないことを利用し、仮想光源の位置と、被写体領
域の各ブロックの法線ベクトルの方向から判別することができる。
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